












































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
過程」としての共生に反する事態、たとえば共生が国際教育開発の正当化根拠
4 4 4 4 4
で
はなく介入のアリバイ



























4 4 4 4 4
が伴わなければならない。国際教
育開発に不可欠なのは、この後ろめたさゆえの躊躇
4 4
であり、逡巡
4 4
である。〈われ
われ〉は〈彼／彼女ら〉への教育を前に、一度立ち止まらなければならない。
